












空き家の基本的な事項を記入

【判定表2】}建築物の判定には、建築系技師も同行予定

有無を記入

有りの場合、悪影響・危険性の有無

を記入



いずれに該当するかをチェック

(4)総合判定はこの合計点で判定実施

記入例



位置図に下表の写真番号と一致し

た番号を記入（∵同地点からの写

真撮影により経過観察が可能）

調査箇所の【判定表1】・【判定表2】

の該当項目番号を記入





立入調査報告書（特定空き家等）

（１）調査概要

（２）間取り図（参考）

　　　 ❾：竹が床を突き抜けている状態を確認した。

　・左側の建物内は確認できたが、右側（屋根に穴が開いている）の建物内は玄関のドアが開かなかったため、

　　確認できなかった。しかし、玄関横の窓から建物内の一部が確認できた。

　【右側】

　　　　⓵：雨水の影響により、畳（ござ）の腐食している状態を確認した。

　⓶⓸⓹：屋根に穴が開いており、垂木及び野地板が破損している状態を確認した。

　　　　⓷：屋根が開いている真下の床に大きな穴が開いており、床組みの一部が破損している状態を確認した。

　【左側】

　　❷❸：雨水の影響により、畳（ござ）の腐食している状態を確認した。

　　　 ❺：天井が剥がれ落ちそうになっている状態を確認した。

　　❻❼：天井及び建具枠がたわんでいる状態を確認した。

　　　 ❽：外壁の上部から下部にかけてひび割れが生じている状態を確認した。

　　　 ❿：無筋コンクリート基礎の可能性が高いことを確認した。

　　⓫⓬：束石と床束にズレが生じている状態を数か所確認した。
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立入調査においては建築物

の内外共に詳細な破損状態

や間取り、周囲の状況などを

確認し写真を保存

建築物の間取りや周辺の状

況を詳細に記載



写真番号 ⓵ 写真番号 ⓶

状態 雨水による畳（ござ）の腐食 状態 ⑱、⑲屋根葺き材、小屋組材が破損

写真番号 ⓷ 写真番号 ⓸

状態 床組みの一部が破損 状態 ⑱、⑲屋根葺き材、小屋組材が破損

写真番号 ⓹ 写真番号 ⓺

状態 ⑱、⑲屋根葺き材、小屋組材が破損 状態



写真番号 ❶ 写真番号 ❷

状態 状態 ⑯雨水による畳（ござ）の腐食

写真番号 ❸ 写真番号 ❹

状態 ⑯雨水による畳（ござ）の腐食 状態

写真番号 ❺ 写真番号 ❻

状態 ⑱天井が剥がれ落ちそうな状態 状態 ⑱天井のたわみ



写真番号 ❼ 写真番号 ❽

状態 ⑰建具枠のたわみ 状態 ⑲外壁（内側）にひび割れ

写真番号 ❾ 写真番号 ❿

状態 ⑯竹が床を突き抜けている状態 状態 ⑯無筋コンクリート基礎の可能性が高い

写真番号 ⓫ 写真番号 ⓬

状態 ⑯束石と床束にズレが生じている状態 状態 ⑯束石と床束にズレが生じている状態


